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発表 6 齋下 徹 

「当たり前にしていた「大切さ」を実感できた２年間」 

1．現在の勤務先…静岡県立御殿場養護学校 

2．派遣職種…養護   3．派遣国…パラグアイ 

4．派遣国での所属先…ディビナ・エスペランサ特殊教育センター 

5．要請内容…特殊教育センターにおいて、周辺地域から通ってくる知的、肢体不自由、視覚、聴覚などの障害

を抱え特別な教育支援を必要とする子どもたちへの適切な教育指導と、そこで勤務する教員への障害特

性指導と技術指導 

6．発表の概要…赴任当初から、教員の障害に対しての無知さ、特性を全く考慮していない授業などに憤りを

感じていた。教員の意識や授業改善に努めようと日本で学んだ方法をそのまま取り入れようとした。しかし

ながら、なかなか軌道に乗らない・浸透しない日々が続いた。初めてそこで日本にいるときは、あまりに当

たり前と思っていて見失っていた日本の教育体制基盤の素晴らしさや大切さに気付くことができた。それ

からは、現地に適したその体制基盤作りをどう行っていくか、そこからアプローチができるようになり、活動

も軌道に乗り始め、教員の意識も少しずつ変わり始めていった。 

 


